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広報伊丹■２０２４（令和６）年１１月１５日 第１５３０号（４）

伊
丹
広
報
４
・
５
面

１
１
１
５
０
４
・
０
５

藤
❶
井
❷
木
❸
藤
❹
井
❺
木
❻
木
❼
木
❽
木
❾
井
10
木
11
木
12
井
13
井

１２
月
３
〜
９
日
は
障
害
者
週
間
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れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
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誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰誰
もももももももももももももももももももももももももももももももも
がががががががががががががががががががががががががががががががが
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
らららららららららららららららららららららららららららららららら
しししししししししししししししししししししししししししししししし
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
きききききききききききききききききききききききききききききききき
らららららららららららららららららららららららららららららららら
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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障
害
者
週
間
は
「
障
が
い
者
の
福
祉
」
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解

を
深
め
る
と
共
に
、
障
が
い
者
が
社
会
・
経
済
・
文
化
、
そ
の
他
あ

ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
周
囲
の
理
解
と
配
慮
は
、
障
が
い

者
の
自
立
の
幅
が
広
が
る
き
っ
か
け
に
つ
な
が
り
ま
す
。
問
い
合
わ

せ
は
、
市
障
害
福
祉
課
℡
７８４
・
８
０
３
２
、
フ
ァ
ク
ス
７８４
・
８
０
０

６
へ
。

障障障障障障障障障障障障障障障障障障
害害害害害害害害害害害害害害害害害害
者者者者者者者者者者者者者者者者者者
差差差差差差差差差差差差差差差差差差
別別別別別別別別別別別別別別別別別別
解解解解解解解解解解解解解解解解解解
消消消消消消消消消消消消消消消消消消
法法法法法法法法法法法法法法法法法法
のののののののののののののののののの
改改改改改改改改改改改改改改改改改改
正正正正正正正正正正正正正正正正正正

障
害
者
差
別
解
消
法
は
、
障
が
い

の
あ
る
人
へ
の
差
別
を
な
く
す
こ
と

で
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

共
に
生
き
る
社
会
を
目
的
と
し
、
同

法
に
よ
り
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
す

る
「
不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
」
の

禁
止
と
「
合
理
的
配
慮
」、「
環
境
の

整
備
」
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。実

際
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
し
た

ら
よ
い
の
か
指
針
を
示
し
て
い
ま
す

（
左
図
参
照
）。

ま
た
、
同
法
の
改
正
に
よ
り
、
令

和
６
年
４
月
か
ら
宿
泊
施
設
や
飲
食

店
、
小
売
業
な
ど
の
民
間
事
業
者
に

も
合
理
的
配
慮
の
提
供
が
義
務
化
さ

れ
ま
し
た
。

障
が
い
の
あ
る
人
と
事
業
者
な
ど

が
建
設
的
に
話
し
合
い
、
互
い
に
理

解
を
築
い
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
私
た
ち
一
人
一
人
が
自
分
に
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
し
、
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
互
い
を

尊
重
し
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
を
築

い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊
丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹
市市市市市市市市市市市市市市市市市市
手手手手手手手手手手手手手手手手手手
話話話話話話話話話話話話話話話話話話
言言言言言言言言言言言言言言言言言言
語語語語語語語語語語語語語語語語語語
条条条条条条条条条条条条条条条条条条
例例例例例例例例例例例例例例例例例例

市
手
話
言
語
条
例
は
「
手
話
は
言

語
で
あ
る
」
と
の
認
識
に
基
づ
き
、

ろ
う
者
と
ろ
う
者
以
外
が
共
生
で
き

る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
的
に
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

ろ
う
者
と
は
、
耳
が
聞
こ
え
に
く

く
手
話
を
母
語
と
す
る
人
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。

声
を
使
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
（
音
声
言
語
）
が
聞
こ
え
ず
孤
立

し
た
り
、
車
内
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
屋
外

ス
ピ
ー
カ
ー
が
聞
こ
え
ず
必
要
な
情

報
が
取
得
で
き
な
か
っ
た
り
、
日
常

生
活
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を

抱
え
て
い
ま
す
。

市
は
、
研
修
会
や
講
師
派
遣
な
ど

に
よ
り
継
続
し
て
手
話
言
語
の
普
及

啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

手手手手手手手手手手手手手手手手
話話話話話話話話話話話話話話話話
関関関関関関関関関関関関関関関関
連連連連連連連連連連連連連連連連
事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業
のののののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施

【
市
民
手
話
講
座
講
師
派
遣
事

業
】
▽
内
容


手
話
を
学
び
た
い
グ

ル
ー
プ
に
、
手
話
講
師
（
聞
こ
え
る

講
師
と
ろ
う
の
講
師
各
１
人
）
を
派

遣
▽
対
象


手
話
を
学
び
た
い
市
内

在
住
、
在
勤
、
在
学
者
な
ど
が
過
半

数
を
占
め
る
５
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
。
手
話
の
経
験
の
有
無
は
問
い
ま

せ
ん
。
▽
回
数


年
間
最
大
１０
回
ま

で
（
１
回
あ
た
り
２
時
間
ま
で
、
回

数
は
要
相
談
）
▽
費
用


無
料
。

�
市
障
害
福
祉
課
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
も
可
）
へ
。

【
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業
】
▽
内

容


情
報
の
保
障
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
保
障
を
行
う
た
め
、
聴
覚
障

が
い
者
を
対
象
に
、
病
院
の
受
診
や

講
演
会
な
ど
に
同
行
ま
た
は
情
報
機

器
を
通
し
て
、
手
話
通
訳
者
を
派
遣

▽
費
用


無
料
（
情
報
機
器
の
通
信

料
自
己
負
担
）。

�
市
障
害
福
祉
課
へ
。

要要要要要要要要要要要要要要要要
約約約約約約約約約約約約約約約約
筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆筆
記記記記記記記記記記記記記記記記
者者者者者者者者者者者者者者者者
派派派派派派派派派派派派派派派派
遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣遣
事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業
のののののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実実実
施施施施施施施施施施施施施施施施

中
途
失
聴
者
、
難
聴
者
な
ど
を
対

象
に
、
病
院
の
受
診
や
講
演
会
な
ど

で
内
容
を
要
約
し
、
文
字
で
伝
え
る

要
約
筆
記
者
を
派
遣
し
ま
す
。

無
料
。

�
市
障
害
福
祉
課
へ
。

職職職職職職職職職職職職職職職職
場場場場場場場場場場場場場場場場
実実実実実実実実実実実実実実実実
習習習習習習習習習習習習習習習習
助助助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成成成
金金金金金金金金金金金金金金金金
のののののののののののののののの
支支支支支支支支支支支支支支支支
給給給給給給給給給給給給給給給給

市
は
、
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

や
阪
神
北
障
害
者
就
業
・
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
で
就
労
支
援
を
受
け
、
民

間
企
業
な
ど
で
職
場
実
習
を
し
、
要

件
を
満
た
し
た
障
が
い
の
あ
る
人
に

対
し
、
１
日
あ
た
り
千
円
の
助
成
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
要
件
な
ど
詳

し
く
は
、
市
障
害
福
祉
課
へ
。

仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕仕
事事事事事事事事事事事事事事事事
依依依依依依依依依依依依依依依依
頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼頼
しししししししししししししししし
てててててててててててててててて
みみみみみみみみみみみみみみみみ
まままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんん
かかかかかかかかかかかかかかかか

共共共共共共共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同同同同同同同
受受受受受受受受受受受受受受受受
注注注注注注注注注注注注注注注注
ネネネネネネネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトト
ワワワワワワワワワワワワワワワワ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
クククククククククククククククク

市
は
、
障
が
い
者
就
労
施
設
で
働

く
障
が
い
の
あ
る
人
の
生
活
の
経
済

的
基
盤
の
確
立
を
目
指
し
、
工
賃
向

上
の
た
め
の
総
合
的
な
支
援
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

「
い
た
み
障
が
い
者
共
同
受
注
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
も
そ
の
一
つ
で
、
依

頼
が
で
き
る
主
な
仕
事
の
内
容
は
次

の
通
り
。

【
内
容
】
▽
ラ
ベ
ル
貼
り
▽
箱
折

せ
ん
て
い

り
▽
清
掃
▽
除
草
▽
剪
定
▽
プ
ラ
ン

タ
ー
へ
の
水
や
り
▽
タ
オ
ル
折
り
▽

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
▽
チ
ラ
シ
の
印
刷
▽

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
・
封
入
・
封

か
ん
▽
名
刺
の
印
刷
―
―
な
ど
。

他
に
も
自
治
会
イ
ベ
ン
ト
の
景
品

作
成
や
地
域
の
祭
り
へ
の
出
店
な
ど

地
域
の
活
動
で
も
活
躍
し
て
い
ま

す
。問

い
た
み
障
が
い
者
共
同
受
注
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
℡
７８３
・
９
８
８
５
。

さまざまな「障がい」があります 「不当な差別的取り扱い」の禁止
正当な理由なく、
障がいを理由とし
て不利に扱っては
ならない

「障がい」にはさまざまな種類があり、困りごとがそれぞれ異なりま
す。障がいにあった配慮ができるようにしましょう。

◆視覚障害
「合理的配慮」の具体例視機能の永続的な低下により、学習や生活に支障がある状態をいい、

物の位置や人の動きを即時的に把握することや単独で移動することが困
難な場合があります。

障がいの特性に応じ
たコミュニケーショ
ン（筆談や読み上げ
など）

市役所、阪急・ＪＲ両伊丹駅周辺
に音声誘導装置を設置しています。

主に視覚障がいのある人の移動をスムーズにするための
手段として開発され、磁気テープを巻き付けた白杖の先
端を磁気センサーが埋設された点字ブロックにかざすこ
とで、付近のスピーカーから誘導案内が流れる仕組みで
す。
磁気テープが必要な人は市役所１階の障害福祉課かアイ愛センターで
申請を。無料。

市の取り組み
「環境の整備」の具体例

施設のバリアフリー
化など

◆聴覚障害
身の周りの音や話し言葉が聞こえにくかったり、ほとんど聞こえなか
ったりする状態をいい、聴覚障害の程度や聞こえ方、言語発達の状態は
一人一人異なります。また相手の口の動きを読み取り、話の内容を認識
しますが、マスクなどで口元が見えないときは認識できず意思疎通が難
しくなります。

市は、耳が聞こえにく
く、生活に不自由を感じて

いる人（障害者手帳を持たない人も可）に意思
表示のカード（写真）を無料で配布しています。
手話を使えず筆談を希望する人もいるため、
同カードの提示があった場合は配慮をお願いし
ます。
�市障害福祉課へ。

市の取り組み

市役所１階の売店
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばととととととととととととととととととととととととととととととととーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」へ「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷぷちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばととととととととととととととととととととととととーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」へ

「ぷちばとー」は市役所１階にある市内の障がい者就労
施設が共同で運営する売店です。
店名の「ぷちばとー」はフランス語の「小さい」、「舟」
の組み合わせで、障がいや病気などがある人やそのサポー
ターたちが乗り合わせ、希望を未来に運ぶ「小さな舟」と
いう意味が込められています。
母の日や父の日、ハロウィーン、クリスマス、バレンタ
イン、ホワイトデーなどのイベント時期には、イベントに
合わせた商品が並びます。
【営業日】月～金曜（市役所開庁日）の午
前１０時～午後４時
【販売商品】▷パン▷弁当▷コーヒー▷菓
子▷手作り雑貨――など

◆その他に、知的障害や精神障害など
知的障害は知的発達がゆっくりであり、生活や学習などで特別な支援
や配慮が必要な状態とされています。精神障害は統合失調症やうつ病な
どさまざまな疾患により、日々の生活に生きづらさを感じている場合が
あります。

ヘルプマーク（写真）は、周囲の
人からの援助や配慮を必要としてい

ることを知らせるマークです。
同マークを見かけたときは、電車・バスなどで席を譲
るなど配慮をお願いします。
同マークは、市役所１階の障害福祉課・介護保険課、
同２階のこども福祉課、市保健センターで配布していま
す。無料。

市の取り組み

障害者週間関連のイベント情報
「「「「「「「「「「「「「「「「「「虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐虐待待待待待待待待待待待待待待待待待待かかかかかかかかかかかかかかかかかかもももももももももももももももももも？？？？？？？？？？？？？？？？？？」」」」」」」」」」」」」」」」」」とととととととととととととととととと思思思思思思思思思思思思思思思思思思っっっっっっっっっっっっっっっっっったたたたたたたたたたたたたたたたたたらららららららららららららららららら、、、、、、、、、、、、、、、、、、ままままままままままままままままままずずずずずずずずずずずずずずずずずず連連連連連連連連連連連連連連連連連連絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡絡をををををををををををををををををを ◆フェスタ・イン・いたみ

【日時・会場】１２月１４日㈯午前１１時～午後３時半、アイ愛
センターで
【内容】市内障がい関係団体、事業所などによる▷食べ物
などの出店▷ステージイベント▷大抽選会――など
無料。当日直接、会場へ。

◆障がい児・者作品展
【日時・会場】１２月１～１０日の午前９時～午後９時（３・
１０日の火曜は午後５時まで）、アイ愛センターで
【内容】市内障害者福祉施設などの利用者や特別支援学校
の生徒などが作った作品を展示
無料。

＊ ＊
アイ愛センター℡７７２－０２２１、ファクス７８０－２８９７

障害者虐待防止法は、障がいのある人の権利や尊厳が脅かされること
を防ぐ法律として平成２４年に施行されました。
障害者虐待の防止は、早期発見・早期対応が大切です。間違っていて
も責任は問われません。「虐待かな？」「これ大丈夫？」と思ったら、迷
わず市障害者虐待防止センターへ連絡を。通報者の情報は守られます。
連絡は匿名でも構いません。
また家族などの養護者支援として、介護負担・ストレスの軽減、介護
に関する情報提供、家族関係の回復・生活の安定など、専門的支援も行
っています。

市虐待防止センター℡７８４－８０３２
（夜間・休日℡０９０－９２７７－７６６５（受け付けのみ））

ファクス７７７－０２９４


